
地ち

域い
き

の
特と

く

色し
ょ
く

と
文ぶ

ん

化か

江
え

戸
ど

時
じ

代
だい

の中
ちゅう

央
おう

区
く

のすがた
右
みぎ

の地
ち

図
ず

は、江
え

戸
ど

時
じ

代
だい

の後
こう

期
き

1843（天
てん

保
ぽう

14）年
ねん

に出
だ

された「御
お

江
え

戸
ど

大
おお

絵
え

図
ず

」だ。地
ち

図
ず

をよく見
み

ると、町
ちょう

名
めい

や人
じん

名
めい

らしい文
も

字
じ

が書
か

かれている。江
え

戸
ど

時
じ

代
だい

の町
まち

なみはどんなようすだったのだろうか。

江
え

戸
ど

時
じ

代
だい

がわかることがら・用
よう

語
ご
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どんな人
ひと

が住
す

んで

いたのかな？

今
いま

みたいな

町
ちょう

名
めい

はあったのかな？

次
つぎ

のページから

エリアの解
かい

説
せつ

が

はじまるよ。

江
え

戸
ど

時
じ

代
だい

の地
ち

図
ず

を見
み

てみよう。前
まえ

のページにある現
げん

在
ざい

の地
ち

図
ず

と比
くら

べてみると、どこがちがうだろうか。

豊
とよ

臣
とみ

秀
ひで

吉
よし

に関
かん

東
とう

移
い

転
てん

を命
めい

じられ、1590

（天
てん

正
しょう

18）年
ねん

、徳
とく

川
がわ

家
いえ

康
やす

が江
え

戸
ど

城
じょう

に入
はい

っ

たことを「入
にゅう

城
じょう

」という。徳
とく

川
がわ

家
いえ

康
やす

は、

ここを拠
きょ

点
てん

に政
せい

治
じ

を行
おこな

った（→p.16）。

江
え

戸
ど

時
じ

代
だい

は新
あら

たに多
おお

くの町
まち

がつくられた時
じ

代
だい

だ。また、幕
ばく

府
ふ

の政
せい

策
さく

によって町
まち

がよく移
い

転
てん

した。住
す

んでいる人
ひと

々
びと

が町
まち

ごと移
うつ

った。

この時
じ

代
だい

の大
おお

阪
さか

は、大
おお

坂
さか

と書
か

いた。

江
え

戸
ど

城
じょう

で政
せい

治
じ

が行
おこな

われたため、江
え

戸
ど

城
じょう

の周
まわ

りに大
だい

名
みょう

や旗
はた

本
もと

たちがたくさん住
す

んだ。地
ち

図
ず

にはそこに住
す

んでいた大
だい

名
みょう

の名
な

前
まえ

が書
か

かれ、町
ちょう

名
めい

はつけられていない。武
ぶ

家
け

屋
や

敷
しき

（武
ぶ

家
け

地
ち

）ともいわれる（→p.17）。

大
おお

きな商
しょう

店
てん

のこと。
大
おお

店
だな

京
きょう

都
と

や大
おお

坂
さか

などの関
かん

西
さい

のこと。
上
かみ

方
がた

上
かみ

方
がた

から江
え

戸
ど

に運
はこ

ばれた
高
こう

級
きゅう

品
ひん

（→p.39）。

下
くだ

りもの

江
え

戸
ど

時
じ

代
だい

は火
か

事
じ

が多
おお

かったので、
防
ぼう

火
か

対
たい

策
さく

用
よう

につくられた空
あ

き地
ち

。

火
ひ

除
よけ

地
ち

港
みなと

から港
みなと

へ荷
に

物
もつ

を運
はこ

んで回
まわ

る船
ふね

（→p.38）。
廻
かい

船
せん

幅
はば

の広
ひろ

い道
みち

で、明
めい

暦
れき

の大
たい

火
か

のあと、
火
ひ

除
よけ

地
ち

として広
ひろ

くしたところ。町
ちょう

名
めい

にもなっている（→p.32）。

広
ひろ

小
こう

路
じ

日
に

本
ほん

橋
ばし

を起
き

点
てん

とした５つの街
かい

道
どう

のこと。東
とう

海
かい

道
どう

、中
なか

山
せん

道
どう

、日
にっ

光
こう

街
かい

道
どう

、奥
おう

州
しゅう

街
かい

道
どう

、甲
こう

州
しゅう

街
かい

道
どう

（→p.25）。

五
ご

街
かい

道
どう

商
しょう

人
にん

や職
しょく

人
にん

などの町
ちょう

人
にん

が住
す

む一
いっ

帯
たい

。
町
まち

屋
や

地
じ

面
めん

を掘
ほ

ってつくった水
すい

路
ろ

。

堀
ほり

割
わり

天
てん

皇
のう

が政
せい

治
じ

を行
おこな

うところ。
朝
ちょう

廷
てい

食
しょく

事
じ

つきの宿
やど

屋
や

。
旅
は た ご

籠

地
ち

図
ず

を見
み

る前
まえ

に

ちょっと読
よ

んで！

江
え

戸
ど

城
じょう

は

「御
お

城
しろ

」と書
か

いてある、
ここだよ。

北
きた

南
みなみ

西
にし

東
ひがし

江
え

戸
ど

時
じ

代
だい

は、身
み

分
ぶん

によって住
す

むと
ころが決

き

められていた（→p.22）。
「○○ちょう」と読

よ

むところは、お
もに町

ちょう

人
にん

が住
す

んでいた。

江
え

戸
ど

に勤
きん

務
む

する武
ぶ

士
し

は、全
ぜん

国
こく

か

ら集
あつ

められた（→p.19）。

金
きん

貨
か

や銀
ぎん

貨
か

など、貨
か

幣
へい

の材
ざい

料
りょう

になった金
きん

属
ぞく

のこと。

地
じ

金
がね

代
だい

々
だい

続
つづ

いて同
おな

じ商
しょう

売
ばい

をしている、

由
ゆい

しょある店
みせ

。

老
し に せ

舗

川
かわ

沿
ぞ

いにあり、船
ふね

からの荷
に

物
もつ

をあげ下
お

ろしする場
ば

所
しょ

であり、そのまま市
いち

場
ば

や
倉
そう

庫
こ

となったところもある（→p.39）。

河
か

岸
し


